
お忙しい中、ありがとうございます。 
今回のすきっと保健師のテーマは「保健師の事業展開における課題と新たな
視点」です。 
政策移転を行っていく上で、近年注目されているCFIRというフレームワーク
について紹介させていただきます。 
 
 

1 



2 



本日の流れはご覧の通りです。 
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CFIRの概要を説明させていただきます。 
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CFIRとは、エビデンス実装の阻害・促進要因を分析するために広く使用されている「実装
研究のための統合フレームワーク」です。 
実装研究は、エビデンスに基づく介入を、目的の場にプログラムとして組み込む際の阻害・
促進要因を明らかにし、研究が行われた場の文脈も含めて実装のプロセスを検証する学問で
す。実装研究には60以上のモデルが存在し、モデル内の項目の重複や、モデル間の項目の不
一致、各項目の定義の違いなどがあり、様々な場面で行われる実装研究結果の比較や統合の
妨げとなっていたそうです。そんな中、実装研究の発展を促進するために2009年に発表され
たのが「CFIR」です。 
実装研究における多くの理論やモデルの中から、実装への有用性、定義の一貫性、 今まで
の知見との整合性、そして測定可能性などの基準を満たしたモデルを選択し、 実装に重要
な影響を与える要因を抽出し、系統的に統合したフレームワークです。 
・5つの領域と39の構成概念からなり 
 ①介入の主要特性(8つの構成概念：活動の出処、エビデンスの強さと質など) 
 ②外的環境(4つの構成概念：国際化・外部との交流、外的な施策やインセンティブなど) 
 ③内的環境(5つの構成概念と9つの下位概念：相対的な優先度、利用可能な資源など) 
 ④個人の特性(5つの構成概念：自己効力感、行動変容のステージなど) 
 ⑤実装プロセス(4つの構成概念と4つの下位概念：計画、実施の遂行など) 
とされています。  
詳しい構成などについては後程、私たちがすきっと保健師ように要約したものを用いて説明
させていただきます。 
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CFIRの概要を説明させていただきます。 
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